
 
 
 
 
 
 
 
このたび（2010 年 1 月末）、節水便器（洗浄水量が６Ｌ以下の便器）の累計出荷台数が、500 万台を

突破 
昨年５月に４００万台を突破した節水便器ですが、以後

いたしました。 
わずか 8 か月で 100 万台以上を出荷し

現在、生産メーカー各社においても節水便器が主流となりつつあり、出荷全体に占める構成比は約６割とな

っています。 

〔３００万

台（市場の 4.2％）から４００万台（市場の 5.6％）は９カ月〕、市場普及率も 7.0％を越えました。 

今回の５００万台（市場の 7.0％）突破によって、節水便器を使用しなかった場合と比較し、CO２が年間

で約 4.4 万t削減（63 万ｔの 7.0％） 

日本衛生設備機器工業会では、

されることとなりますが、日本の便器すべてが節水便器（６Ｌ以

下）に置き換わった場合は、１年で約１０億６０００万㎥もの節水（東京ドーム８５４杯分）となり、ＣＯ２も年

間で約６３万ｔ削減されます。 
2011年にも節水便器の普及率が 10％を超えると予想 

 

しており、今

後、節水便器の普及加速により、低炭素社会の実現に向けて大きく貢献していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ご参考：節水量・ＣＯ２削減量 試算方法（日本衛生設備機器工業会 試算）＞ 

ＣＯ２を約４．４万トン削減、節水でＣＯ２を削減し低炭素社会に貢献 

洗浄水量６Ｌ以下の便器の出荷累計５００万台突破！ 

～２０１１年にも「節水便器」普及率１０％超えへ～ 
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＜本件に関する問合せ先＞ 

日本衛生設備機器工業会 本部        担当：福 浦 

     愛知県名古屋市東区代官町３９－１８ 日本陶磁器センタービル２階  ＴＥＬ：０５２－９３５－７９４４ 

日本衛生設備機器工業会 東京事務所  担当：中 尾 

     東京都新宿区市谷田町２－２９ こくほ２１ ５階  ＴＥＬ：０３－５２０６－５４９３ 

 

 



（１） 

約７，１０１万台 

水洗便器の市場ストック個数 

（２） 

約１１，３５９万人 

水洗便器使用人数 

６Ｌ超便器使用の場合：約５７ Ｌ／日・人 

（３）１日１人当たりのトイレで使う水量 

６Ｌ以下便器使用の場合：約３１．５ Ｌ／日・人 

  １１，３５９万人×（５７－３１．５）Ｌ／日・人×３６５日＝１，０５８，３７４，４１８㎥ 

（４）年間削減水量 

（５）年間ＣＯ２

  １，０５８，３７４，４１８㎥×０．５９＝６２４，４４１ｔ／年       ＊ＣＯ２削減量（Ｋｇ）＝節水量㎥×０．５９ 

削減量 

※常緑樹に換算すると

 
約４，４６０万本／年相当 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本衛生設備機器工業会 加盟会社（五十音順） 

    アサヒ衛陶株式会社 

    株式会社ＩＮＡＸ 

    株式会社九州ＩＮＡＸ 

    ジャニス工業株式会社 

    TOTO 株式会社 

    TOTO サニテクノ株式会社 

    パナソニック電工株式会社 

 ※国内における便器製造の全メーカーが加入 
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